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 当審議会では、姶良市の男女共同参画社会形成促進のため、男女共同参画基本計画の進捗状況に

ついて市民の立場から評価し、審議しました。 

 つきましては、別紙のとおりまとめましたので意見書として提出いたします。 
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平成 29 年度 男女共同参画実施事業に対する意見書 

本審議会では、平成 29 年度における「男女共同参画基本計画に掲げられた９つの重点的に取り

組むこと」について、市民の立場から意見を整理しましたので、次のとおり、報告いたします。 

  

 「姶良市男女共同参画基本計画 平成 29 年度事業実施状況報告書」にあります、事業課（総数

29 課）による自己評価（一次評価）によると、事業総数 230 事業のうち 87％にあたる 278 事業が

A 評価であり、おおむね高い評価となっているようです。 

しかしながら、配慮項目ごとに見ますと、配慮項目４「事業を実施するときには、男性女性どち

らでも利用しやすいような実施環境（日時や託児、情報提供など）を整えた。」や配慮項目６「事

業の対象者に対して、アンケート調査や意見交換などを行い、男女共同参画の意識についての現状

把握を行った。」については、他項目と比較して、実施の水準が低く、課題があることが読み取れ

ます。今後、これらの項目の改善が急がれます。 

重点項目ごとに見ますと、高い評価で実施されているものもありますが、重点項目６「仕事と生

活の調和を図るための男女共同参画の視点に立った環境の整備」、重点項目７「政策・方針決定過

程への女性の参画の拡大」、重点項目８「男女共同参画の視点に立った地域づくり活動の推進」に

ついては、他項目と比較して、実施の水準が低く、課題があることが読み取れます。環境の整備、

女性の意思決定過程への参画、推進体制の充実が一層望まれるところです。 

 

成果が出ている事業でも配慮項目から見ますと、配慮項目５「男女共同参画に関する事業への参

加を促すこと」など、配慮が不足しているとの結果も出ています。また、計画策定当初の所管課で行

っていた事業が終了もしくは実施内容の変更等により、実施が無い事業などもあります。計画策定

から５年が経過し、計画策定時と状況が変化していることは理解できますが、具体的な働きかけが

できていない事業もあるようです。  

 

本審議会は、平成 24 年度に「姶良市男女共同参画基本計画」が策定された後、「姶良市男女共同

参画推進条例」に基づき、毎年度の実施状況について、言葉足らずな面もありましたが、意見を述べ

てまいりました。平成 31 年度から 5 年間ににわたる次期計画「第 2 次姶良市男女共同参画基本計画

（仮称）」の策定にあたりましては、これまでに挙げた意見につきまして、ご配慮いただけるよう、

取組みのほどをよろしくお願いいたします。 

 

年齢・性別にかかわらず、一人ひとりが自分らしく生きていける「男女共同参画社会」の実現に向

けた取組みを確実に実施していくことが、現行の姶良市総合計画にあります『県内一暮らしやすい

まち』への一歩になるのではないでしょうか。今後、姶良市の本計画や次期計画に基づく事業実施

や環境の整備の取組みが地域の模範となるように「あらゆる施策において男女共同参画の視点に配

慮する」といった全庁的な共通認識のもと、男女共同参画社会の形成に向け取り組んでいただきた

いと考えております。 

 そのほか、具体的な意見につきましては次のとおりです。 
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【重点項目ごとの進捗状況に対する意見】 

 

【重点項目１】男女共同参画社会について、あらゆる場における教育の推進  

 

《進捗状況》 

教育に関する事業については、一次評価によると、28 年度より 3 パーセント増加して 96％の事業が A 評

価であり、引き続き実施状況は良好であるようです。しかしながら配慮項目に注目すると、⑤男女共同参画

に関する事業への参加促進の項目や、⑥アンケート調査や意見交換など男女共同参画の意識についての

現状把握に関する項目については、取組みの強化が必要であるようです。事業所等への啓発や情報提供

等の支援については、事業の実施ができていないので、実施に向けて取組みが必要です。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重点項目２】男女共同参画社会の形成を阻害する制度・慣行の見直し    

 

《進捗状況》 

制度・慣行の見直しに関する事業については、一次評価によると、28 年度と同じく 89％の事業が A 

評価であり、引き続き実施状況は良好であるようです。しかしながら、配慮項目に注目すると、 

多くの項目で数値が改善しているが、反面、⑥アンケート調査や意見交換など男女共同参画の意 

識についての現状把握に関する項目については、数値が低下していることから、取組みの強化が 

求められます。現状では地域運営や組織に対しての男女共同参画事業が実施できていないので、 

特に、校区コミュニティ協議会などとの連携も重要だと思われますので、事業担当課と連携し 

て、今後の実施が図れるよう取組をお願いします。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

１．事業所等に対しては、より身近な問題や自分のこととして捉えやすい内容の講座の中に男女共同

参画の視点を織り込んだ内容の講座を計画することで、理解を深める機会の提供を図っていただ

きたい。 

２．啓発も重要ではあるが、啓発から事業の実施に繋げることができるよう、取組みを進めていただ

きたい。 

 

 

１．地域コミュニティ協議会をはじめとする、地域自治組織との連携を図っていただき、地域での

男女共同参画を広げていただきたい。 

２．これまでの制度や慣行を見直すということは、それを大切にしてこられた方々にとって、複雑

な感情を伴うものであることを理解した上で、慎重に、丁寧に、そして根気強く伝えていくこ

とが大切であることから、その点に配慮した取組みを行っていただきたい。 
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【重点項目３】女性の人権を侵害するあらゆる暴力の防止、救済に向けた環境の整備  

 

《進捗状況》 

 暴力の防止・救済に向けた環境の整備に関する事業については、一次評価によると、28 年度よ

り 7 パーセント増加して 89％の事業が A 評価であり、実施状況は引き続き良好かつ改善されてい

るようです。しかしながら配慮項目に注目すると、①メンバーの選考への配慮や実施環境への配

慮、④男性女性どちらでも利用しやすいような実施環境の整備、⑥アンケート調査や意見交換など

男女共同参画の意識についての現状把握など、複数の項目については取組みの強化が求められて

いるようです。未実施の事業については、研修の実施や体制の整備を要する事業があることから、今

後の取組みが図れるよう対処をお願いします。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【重点項目４】男女共同参画の視点に立った生涯を通じた心身の健康に関する支援  

  

《進捗状況》 

心身の健康支援に関する事業については、一次評価によると、28 年度より 6パーセント増加して

83％の事業が A評価であり、実施状況は引き続き良好かつ改善されているようです。しかしなが

ら、配慮項目に注目すると、①メンバーの選考への配慮や④男性女性どちらでも利用しやすいよう

な実施環境の整備、⑥アンケート調査や意見交換など男女共同参画の意識についての現状把握な

ど、複数の項目については取組みの強化が求められているようです。事業の実施がない事業につい

ては、事業の方向性について検討をお願いします。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

１．勤務する相談員が安心して執務ができるよう環境の整備、待遇の向上、スキルアップができる

体制を整えていただきたい。 

２．声を挙げられない人の声、特に環境の中で潜在化する暴力を救い上げられるよう、取組みを進

めていただきたい。 

３．暴力を引き起こすものに向き合うこと、また、教育などを通じて、暴力が生じる以前に抑止す

ることや自身への対処を学べるような取組みを検討していただきたい。 

 

１．食生活、健康と食育の重要性を鑑み、事業に取組んでいただきたい。 

２．各年代層向けの事業が幅広く実施されているが、メンタルヘルスケアに必要とされるセルフケ

アについてなど、自分自身を振り返ることのできる機会を提供していただきたい。 
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【重点項目５】生活上の困難や課題をかかえる人々が安心して暮らせるための男女共

同参画の視点に立った環境の整備      

 

《進捗状況》 

環境の整備に関する事業については、一次評価によると、28 年度より 4 パーセント増加して 96％の事業 

が A評価であり、実施状況は引き続き良好であるようです。しかしながら、配慮項目に注目すると、⑤男女 

共同参画に関する事業への参加促進の項目や、⑥アンケート調査や意見交換など男女共同参画の意識 

についての現状把握に関する項目、⑦事業の実施に関わる外部の人材や委託先に対しての配慮要請な 

ど、複数の項目については取組みの強化が求められているようです。各事業が実施されているようでは 

あります。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

 

【重点項目６】仕事と生活の調和を図るための男女共同参画の視点に立った環境の整備  

 

《進捗状況》 

環境の整備に関する事業については、一次評価によると、28 年度より１７パーセント増加して 77％の事業 

が A評価であり、実施状況は改善されて良好になっているようです。配慮項目につきましても、取組みが 

改善されて、配慮されている状況であるようです。ただ、事業所等を対象にした事業や男性の介護への参 

画など、重要と思われる事業にもかかわらず未実施の事業につきましては、事業担当課と連携して、今後 

の実施が図れるよう取組みをお願いします。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

 

  

１．制度の狭間にいる方々の課題を抽出することにより、困難や課題に対してどのように対応してい

くかを考えていく取組みを進めていただきたい。 

２．地域資源の連携に向けた取組みを進めていただきたい。 

 

１．関係機関などと連携して働く環境の改善を進めていただきたい。出前講座の機会を活用して周知

を図るほか、経営層への周知も図っていただきたい。 

２．性別に関わらず、介護者支援について、さらに推進していただきたいところではありますが、

とりわけ、男性の介護への参画を進めるため、事業の展開を検討していただきたい。 
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【重点項目７】政策・方針決定過程への女性の参画の拡大        

  

《進捗状況》 

政策・方針決定過程への女性の参画の拡大に関する事業については、一次評価によると、28 年度よ

り A評価が４パーセント減少していますが、70％の事業が A評価であり、おおむね良好な実施状況

であるようです。しかしながら、配慮項目については④男性女性どちらでも利用しやすいような実

施環境の整備、⑥アンケート調査や意見交換など男女共同参画の意識についての現状把握など、複

数の項目については取組みの強化が求められているようです。特に、女性の審議会等への参画率の

向上などは取組が特に求められます。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

 

【重点項目８】男女共同参画の視点に立った地域づくり活動の推進    

 

《進捗状況》 

地域づくり活動の推進に関する事業については、一次評価によると、28 年度より 5パーセント減少して 

64％の事業が A評価であり、どちらかというと配慮ができているという状況にとどまり、他の項目と比較して 

も、評価が低い状況にあるようです。しかしながら、配慮項目については、実施されている事業について 

は、多くの項目で取組みが改善されて、おおむね配慮できている状況にあるようです。ただし、重点項目２ 

に加え、この項目につきましても、校区コミュニティ協議会などとの連携も重要だと思われますので、事業 

担当課と連携して、未実施の事業も含めて、今後の取組みが図れるよう対処をお願いします。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

  

１．女性の審議会等への参画率の向上を図るために、問題意識を持っている方へ向け、どのようなも

のに参画して欲しいかを明示して、特に、今まで女性の参画が無かった分野は内容を詳細に説明

する機会を作っていただきたい。 

１．地域住民、特に地域自治組織の運営に関わる方々への、男女共同参画の視点からの情報提供手段

を構築して、個々の持つ男女共同参画に関する知識の更新を進めることにより、地域での男女共

同参画が深化できるよう取組んでいただきたい。 
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【重点項目９】男女共同参画社会づくりに向けた推進体制の整備  

 

《進捗状況》 

推進体制の整備に関する事業については、一次評価によると、28 年度と同じく 90％の事業が A評

価であり、良好に実施されているようです。配慮項目については、取組みが改善されて、おおむね配

慮できている状況であるようです。未実施である施策の策定等に当たっての配慮については、実施に

向けて検討していただきたい。 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

【各項目共通】 

 

《審議会意見》 

 

 

 

 

 

 

  

１．広報紙での情報発信の取組みは、市民にも広く啓発ができることから、今後も継続していた

だきたい。個々の記事においても男女共同参画の理念の浸透に配慮をしていただきたい。 

 

１．庁内他部署（教育委員会、商工観光課、地域政策課、農政課など）、庁外他機関（鹿児島労働局、

かごしま犯罪被害者支援センターなど）との連携を進めて、適切な支援、事業の実施に取組んで

いただきたい。  

２．ひとつの事業を複数の課が共同で取組むことが必要であり、縦割りではなく制度に横串を通して

いくように横断的に取組んでいただきたい。 

３．評価のデータや提言への取組み状況をわかりやすく示していただきたい。また、評価の回答にお

いて、「実施評価に対する説明等」欄に施策の効果を高めるためすでに取組んでいる具体的なポ

ジティブアクションや改善の方向がある場合は示していただきたい。 
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（備考） 

配慮項目 

【１】審議会や関係機関との協議など事業に関する意思決定をするときのメンバー選考につい

ては、性別に限らず、多様なメンバーで構成されるよう努めた。 

【２】事業の対象者を決めるときは、近年の家族形態や生活スタイルの多様化を考慮した。 

【３】事業を実施するときには、男女のニーズの違いに配慮し、性別に対する固定観念が反映

されないよう、また性別に基づく偏見を助長することがないように注意を払った。（性

別に対する固定概念とは、「男性だから○○」「女性だから△△」など性別を基準とした

考え方のこと。） 

【４】事業を実施するときには、男性女性どちらでも利用しやすいような実施環境（日時や託

児、情報提供など）を整えた。 

【５】事業の対象者に対して、市や県、関係機関などが実施する男女共同参画についての研修

や男女共同参画に関する事業などへの参加を促した。 

【６】事業の対象者に対して、アンケート調査や意見交換などを行い、男女共同参画の意識に

ついての現状把握を行った。 

【７】事業の実施に関わる外部の人材や委託先に対して、男女共同参画の推進に影響を及ぼす

事項については配慮を行うよう要請した。 

【８】事業を広報するとき（案内文書や資料を作成するとき、また広報誌やホームページを作

成するときなど）は、性別による固定観念が含まれていないか、また固定的な性別役割

分担意識を助長するような内容になっていないか、DV やセクハラなど人権問題に抵触

していないかなど、その表現について注意を払った。 

 

重点項目 

【１】男女共同参画社会について、あらゆる場における教育の推進  

【２】男女共同参画社会の形成を阻害する制度・慣行の見直し    

【３】女性の人権を侵害するあらゆる暴力の防止、救済に向けた環境の整備  

【４】男女共同参画の視点に立った生涯を通じた心身の健康に関する支援  

【５】生活上の困難や課題をかかえる人々が安心して暮らせるための男女共同参画の 

視点に立った環境の整備      

【６】仕事と生活の調和を図るための男女共同参画の視点に立った環境の整備  

【７】政策・方針決定過程への女性の参画の拡大        

【８】男女共同参画の視点に立った地域づくり活動の推進    

【９】男女共同参画社会づくりに向けた推進体制の整備     
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第３期 姶良市男女共同参画審議会委員 

（任期：平成 28 年 11 月 8 日～平成 30 年 11 月 7 日） 

 

 委員氏名 備考 

1 有馬 京子 会長 

2 久保山 靖 副会長 

3 海老原 博子  

4 古城 るり子  

5 中山 英人 県姶良・伊佐地域振興局総務企画課長 

6 伊東 奈及美  

7 上野 綾希子  

8 岩元 律子  

9 今村 瑞男 公募委員 

10 宮部 芳照 公募委員 

（欠員 2 名） 

 


